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研究要旨  

 多文化保育を行っている保育園において母親と保育士を対象に、質問紙による調査と半

構造化面接調査を行い、韓国人と日本人の育児不安と影響する要因、その支援について検

討した。 

 韓国人と日本人に共通する育児不安の内容としては、「自分の子育てが正しかったのか

わからない」「親として良くないと思う」「仕事との両立の困難さ」が挙がり、外国人特有

の内容は、①言語の問題、②子どものカルチャーショック、③イジメの問題、④子どもの

アイデンティティに関する不安、⑤日本に慣れなければいけないという不安、⑥就学手続

きなどの公的手続きがわからない不安、であった。 

 育児不安に影響を及ぼす要因は、①人的ネットワーク、②日本語に関する辛い経験、③

子どもと母親のアイデンティティの状態、④生活上の不安、であった。子育て観や方法の

違い、文化や習慣の違いは育児不安の大きな要因にはなっていなかった。多文化保育の中

で自分たちの文化や考え方が尊重されているので、これらの違いが、育児不安に影響する

ほどの問題にはなっていないと推察された。 

 母親の育児不安に対する支援として、①多文化保育の実践、②多文化保育以外の通常の

保育活動の充実、③保護者同士の交流が挙がった。多文化保育の実践、すなわち、子ども

のアイデンティティを形成する本名や母語、文化を尊重し、保育園の中で「当たり前に名

前を名乗り挨拶をすること」「名前が母語で書いてあること」「母親自身の参加を促しな

がら、母親の文化や習慣を保育園の活動の中に取り入れること」は、母子のアイデンティ

ティの安定につながり、育児不安を軽減させるものであった。本研究により、多民族文化

社会における子育て支援として、多文化保育の実践とその普及の必要性が示唆された。 

 

A はじめに 

 

1980 年代後半以降、日本で暮らす在日外

国人の人口は急増し、現在約 200 万人の外

国人が日本で暮らしている。日本で暮らす

子どもや子育てをしている母親も増加し、

多民族文化社会における子育ては、母子保

健の中でも大きな問題の１つとなっている。 

外国人児童の保育の現場においては、言

葉、日常生活習慣の相違や子ども達の適応、

友だちとの関係作りなど、多くの問題が挙

げられている 1）～４）。一方、マイノリティ

と言われる在日外国人の母親は、多くの育

児不安を抱えていると推察されるが、彼女

らが抱える育児不安の実態と、影響を及ぼ

す要因などに関する検討は未だ不十分であ

る。 

このような状況の中、外国籍園児が多く
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通っている堺市や大阪市の保育園、今回研

究対象とした S 保育園など一部の保育園で、

多文化保育の先駆的な取り組みがなされて

いる。しかし、そういった保育活動の実際

やその影響・効果については評価されてい

ない。 

本研究は、多文化保育を行っている保育

園において、韓国人と日本人の育児不安の

実態と、多文化保育の影響と効果について

考察し、多民族文化社会における子育て支

援のあり方についての検討を行った。 

 

B S 保育園の設立経緯と概要 

 

 本研究において対象としたＳ保育園は、

京浜工業地帯Ｚ市にある私立認可保育園で

ある。Ｚ市には主に第１次世界大戦以降、

相次いで建設された工場や臨海部の埋め立

て工事の労働力として、朝鮮人が住み始め

るようになった。第１次世界大戦前から戦

時中は、軍事施設の建設および工業生産の

拡大により、朝鮮人人口が急増した。Ｚ市

は歴史的にも在日韓国・朝鮮人の多住地域

であるが、近年はニューカマーと呼ばれる

人口も急増し、地域社会を形成している５）。 

 Ｓ保育園は、1969 年に無認可保育園とし

て開設された。当時日本の保育園に入園を

拒否された在日韓国・朝鮮人の子ども達の

ために、在日大韓キリスト教教会が母体と

なり設立された。その後 1974 年には認可保

育園となり、現在に至る。キリスト教精神

に基づき「自分を愛するように、あなたの

隣り人を愛せよ」を基本理念として保育を

進めている。 

 近年は日本人、在日韓国・朝鮮人だけで

なく、ブラジル、ペルー、フィリピン、中

国など、多様なルーツをもった子ども達が

増加しており、園児の約６割が外国にルー

ツを持つ子ども達である。そういった人々

が自らの民族を恥じることなく、いきいき

と生き、自立できるような「共に生きる」

保育を実践している。民族や文化の違い、

また、あらゆる障害を認め合い、子ども達

や保護者が明日への希望を持ち、他者を思

い励まし合い、人として自立できる保育の

営みを方針としている。現在、S 保育園で

は、０歳から６歳まで 60 名の保育を行って

いる。 

S 保育園の活動の特徴と概要を表 1 に示

す。 

 

C 韓国人と日本人の育児不安と要因、支援 

の検討 

 

C-1 目的 

韓国人と日本人の育児不安と支援につい

て、当事者の立場から検討する。 

 

C-2 方法 

１．対象 

 Ｓ保育園に子どもが通園している韓国人

一世（以下韓国人と略す）の母親と日本人

の母親を対象とした。子どもの年齢は３歳

から６歳とし、１人の母親が育てている子

どもの数、パートナーの国籍は問わないこ

ととした。 

 研究協力に同意した韓国人の母親３名と

日本人の母親３名を対象とした。 

韓国人、日本人ともパートナーは同国出

身、全家族が核家族であった。また、子ど

もに治療を要する疾患や発達の遅れなどが

ある母親はいなかった。１人の母親が育て

ている子どもの数については、韓国人の母

親１名が子ども１人であったが、韓国人の

母親２名、日本人の母親３名は２人以上の

子どもを育てていた。 

韓国人の在日年数は、10 年以上、約７年

が各々１名、１年未満が１名（ただし学生

として数年間の在日経験あり）であり、全

員日本語での会話が可能であった。子ども
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は、日本生まれが２名、韓国生まれで在日

数カ月の子どもが１名であった。 

２．調査方法 

１）質問紙調査票による調査 

 「子ども総研式育児支援質問紙」６）に改

良を加え（以下「総研式質問紙」と記す）、

対象者の育児不安の程度と要因について検

討した。韓国人にはハングルと日本語の併

記版、日本人には日本語版の質問紙を作成

した。主な質問項目は以下の通りである。 

（１）育児困難感Ⅰ（育児への心配・困惑・

不適格感） 

（２）育児困難感Ⅱ（子どもへのネガティ

ブな感情・攻撃衝動性） 

（３）母親の抑うつ傾向 

（４）子どもの心身 

（５）子どもの育て難さ（Difficult Baby） 

（６）「子育てについて相談できる人」 

（７）自由記載「現在子育てについて悩ん

でいることや心配なこと、意見」 

①「言語の問題」 

②「習慣や文化」 

③「子どものアイデンティティ」 

④「夫やパートナー、ご家族のこと」 

（８）母親の基本的事項 

①母親の年齢、在日年数 

②パートナーの国籍、年齢 

③子どもの年齢、数、 

④家庭での会話言語 

⑤母親の日本語能力   など 

以上の質問紙を、副園長を通して手渡しで

配布、回収した。 

２）半構造化面接調査 

 質問紙を回収できた対象者に、面接調査

を依頼し、同意の得られた韓国人の母親３

名、日本人１名に、半構造化インタビュー

法による面接調査を実施した。 

韓国人にはハングルと日本語の併記、日本

人には日本語のインタビューガイドを手渡

し、日本語で質問した。 

 面接調査では、得られた結果について調

査者が守秘義務を負っていること、答えた

くない内容は答えなくても良いこと、途中

で不都合が起きた場合は中断しても構わな

いことを説明し、信頼関係が十分に得られ

た時点で調査を開始した。礼節をわきまえ、

話しやすい雰囲気で行うよう心がけた。ま

た対象者の同意を得、インタビュー内容は

テープに録音した。 

 韓国人に対しては、母語以外のインタビ

ューであったため、わかりやすい言葉でゆ

っくり話し、質問内容が伝わっているかど

うか、その都度確認するよう心がけた。相

手の日本語が分かりにくい場合は、再度質

問し確認した。 

 調査期間は、2002 年 10 月 1 日から 12 月

10 日、１人当たりの面接時間は１時間から

１時間 20 分であった。主な調査項目は以下

の通りである。 

（１）文化や習慣の異なる社会での子育て

について 

（２）保育園での養育や支援についての意

見 

（３）保育園以外の社会や行政に望むこと 

３．分析方法 

１）「総研式質問紙」を用いた調査では、

「子ども総研式育児支援質問紙の手引き」

に準じて評価した。 

２）自由記載については、ハングルで記載

してある場合は、翻訳家（韓国人一世）に

日本語訳を依頼した。内容は、各項目毎に

すべて書き出した。 

３）面接内容は、事例の背景の多様性と個

別性を重視し、事例毎に、内容分析（Content 

Analysis）に基づいたフレームワーク法 7）

を用いて分析した。事例毎にすべての面接

内容を分析し、質的データを分析するため

のカギとなる問題、概念、話題を拾い出し、

分析と索引づけを行った上で、その索引項

目毎に内容を要約した。 
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 自由記載および面接内容の検討、索引づ

けと分析は、共同研究者が相互の合意形成

を図りながら行った。 

４）自由記載まで記載のあった事例、ある

いは面接調査まで実施できた５事例（韓国

人３名、日本人２名）について、事例毎に

自由記載と面接内容から、育児不安と要因、

支援について考察を加えた。 

 

C-3 結果 育児不安と要因、支援 

 「総研式質問紙」による調査では、育児

不安の程度は、韓国人日本人とも特徴的な

傾向は認められなかった。 

 自由記載内容は、個人のプライバシーに

関わると思われる内容以外はすべて書き出

した（表２、３）。また、面接調査内容は分

析方法に沿って要約した（資料）。 

 韓国人では、面接内容に沿う索引項目と

して A 子育て不安、B 子育て観の違い、C

子育て方法の違い、D 子育ての経験、E 育児

情報、F ネットワーク、G 文化や習慣、H 子

どものアイデンティティ、I 自分のアイデ

ンティティ、J 保育園の関わり、K 家族の支

援、Ｌ日本社会と外国人が挙がった。 

 日本人では、１名に面接協力が得られ面

接調査を行った。面接内容に沿う索引項目

として A 子育て不安、B 子育て観の違い、C

子育て方法の違い、D 子育ての経験、F ネッ

トワーク、G 文化や習慣、H 子どものアイデ

ンティティ、I 自分のアイデンティティ、J

保育園の関わり、K 家族の支援、Ｌ日本社

会と行政が挙がった。育児情報に該当する

ような意見は聞かれなかった。 

 

Ｃ-4 考察 

１．育児不安と要因、支援の検討 

１）育児不安の内容 

（１）韓国人、日本人共通の育児不安 

 韓国人と日本人に共通する育児不安とし

て「自分の子育てが正しかったのかわから

ない」あるいは「親として良くないと思う」

「仕事が忙しくて子どもに構えない」とい

う内容が挙がった。「親として良くないと

思う」は川井ら６）の「母親としての不適格

感」に通じるものであり、仕事との両立の

困難さは、日本で働くブラジル人を対象と

した先行研究でも述べられている８）。国籍

に関わらず起こりうる不安であると言えた。 

（２）韓国人特有の育児不安 

 外国での子育て特有の内容として、言語

の問題、子どものカルチャーショック、イ

ジメの問題、子どものアイデンティティの

問題が挙げられた。 

 言葉の問題では、「ハングルを話さない」

「ハングルを忘れてしまう」という不安、

自分が日本語の能力が低いので子どもに教

えられない不安も挙がっていた。これらは

外国人特有の、しかも起こりやすい不安で

あると思われた。 

 言葉の問題について、他には「自宅で母

語を使うことの妥当性に関する不安」があ

った。子どもが韓国生まれで、突然日本に

やって来て日本語を覚えなくてはならない

場合、自宅と保育園の使用言語が違うこと

は子どもにとっても負担である。そのよう

な中、ハングルを忘れないために自宅でハ

ングルを使うという手段を選ぶのは、親に

とっては大きな決断を迫られることである。

また、ぜひハングルを覚えて欲しいと思っ

ている母親や、いずれ帰国を考えている母

親にとって、子どもがなかなかハングルを

話さないと、「もっとよい方法があるので

はないか」という不安にも繋がるであろう。 

 子どものカルチャーショックと、それに

対する母親の不安は、共に重大な問題であ

る。母親に在日経験があったり、来日理由

が親の仕事の都合である場合は、子どもに

対する負い目が加わってくると推察された。 

 子どもが韓国人ということでいじめられ

るのでないか、あるいはいじめられている
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という不安以外に、帰国を考えている母親

の場合は、帰国後にいじめられるのではな

いかという不安があることが明らかとなっ

た。仕事の都合で居住地を移動していく母

子の場合は、常にマイノリティであること

が多く、子どもが置かれる環境も厳しい可

能性がある。このような問題に対しては、

マイノリティである韓国人を対象とした支

援だけでは不十分で、周囲のマジョリティ

である日本人に対しても目を向ける必要が

ある。 

 子どものアイデンティティに関しては、

「自分と同じように韓国人として育って欲

しい」と願う親ばかりではないことが明ら

かとなった。自分と異なること、つまり「韓

国人としてのアイデンティティが形成でき

ないこと」が不安になる場合と、親のアイ

デンティティと異なっても「日本と韓国、

半分半分」と思っていることに満足してい

る場合がある。「韓国人として、日本人とし

てというより、自分らしく育って欲しい」

が、「将来、親の意見と合わなくなるのでは

ないか」というように、親の思いは複雑で

あった。子どものアイデンティティについ

ては、「親と異なる」もしくは「親の期待と

異なってしまう」不安と言えた。 

親は子どもに対して様々な期待をするも

のであるが、「アイデンティティに関する

期待と不安」は、外国人特有のものである

と考えられた。韓国人の母親が、子どもの

アイデンティティに対して柔軟な考えを持

てるのは、多文化保育を行っている保育園

に通っていて、自文化を尊重されているこ

とや、色々なルーツの子ども達や親たちと

接している影響であると思われた。 

２）育児不安の要因 

（１）韓国人、日本人共通の育児不安要因 

国籍に関わらず共通する要因として、精

神的な拠り所となる人的ネットワークが挙

げられた。これは多くの先行研究と一致す

るものであった。そのネットワークは、情

報交換や助け合いのみならず、精神的な安

定や自分の子育てに対する承認、アイデン

ティティの安定にもつながる。それには同

じ価値観を持っている人であることが望ま

しい。特に外国人の場合、日本人の中では

「合わせてしまう」意識が働く可能性があ

ることや、文化や習慣の違いで戸惑ったと

きの意志決定の必要性を考慮すると、やは

り同国人であることが条件であると思われ

た。 

 日本人の事例では、「生活への不安」が挙

げられていた。現在の社会制度や不景気を

反映したものだと考えられる。今回は韓国

人の母親は挙げていなかったが、外国人は

社会的・経済的に不安定な立場であること

も多く９）、国籍に関わらず要因となりうる

ものであると推察される。 

（２）韓国人特有の育児不安 

 外国人特有の育児不安の要因としては、

育児不安の内容に直接結びつくような経験、

例えば「日本語が読めなくて辛い思いをし

た経験」が挙げられる。本研究では、日本

語の会話ができる対象者であったが、日本

語のコンプレックスや不安を抱えた母親に

とっては、「言葉の違い」より直接「日本語

ができないことを子どもに指摘された経

験」が、大きな要因として考えられた。 

 子どものアイデンティティが親の期待通

りか、またカルチャーショックがなく安定

しているかという「子どものアイデンティ

ティの状態」は、要因としても育児不安に

影響してくると思われた。そして親自身の

「子どものアイデンティティに対する考え

方、要求の高さや柔軟性」も育児不安に影

響を及ぼす。 

 一方、母親のアイデンティティの状態も

大きな要因であった。在日年数が短いほど

育児不安が強いという研究 8）もあるが、本

研究では必ずしもそうではなく、たとえ在
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日年数が長くても、母親のアイデンティテ

ィが不安定であれば育児不安が高くなると

示唆された。在日年数や日本語の能力は１

つの基準にしか過ぎず、母親が安定したア

イデンティティを持っているか否かが重要

であると思われた。 

 「子どものアイデンティティに対する親

の考え方」には、親自身のアイデンティテ

ィや自分のアイデンティティに対する考え

方が影響する。母親のアイデンティティが

不安定であれば、子どものアイデンティテ

ィに対する要求が強く、育児不安も高くな

る。母親のアイデンティティが安定し、精

神的に安定していれば、子どものアイデン

ティティに対しても柔軟な考え方で対応で

き、育児不安も低いと推察された。母親の

アイデンティティが安定するには、子ども

のアイデンティティ、それが現れる言動や

行動が重要な因子であり、これらは複雑に

影響しあうと思われた。 

（３）子育て観や方法の違い、文化や習慣

の違いと育児不安の関係 

子育て観や方法の違い、文化や習慣の違

いは、先行研究で良く取りあげられる。し

かし本研究では、韓国人の場合も日本人の

場合も、育児不安に直接影響はしていない。

違いを認識しないこともあり、また本人に

選択できる力や環境が整っており、慣れる

ことができたり、相談できる相手が身近に

いれば、大きな要因にはならない。 

本調査において、韓国人の母親の S 保育

園への高い満足感や安心感、信頼感、保育

園の現状から判断すると、多文化保育の中

で自分たちの文化や考え方が尊重されてい

るので、これらの違いが、育児不安に影響

するほどの問題にはなっていないと推察さ

れた。 

 しかし、本人に「合わせる意識」が強く

働いたり、異文化による子どもの教育への

影響が強くなり親が許容できない場合には、

育児不安に影響する。 

３）当事者からみた支援の評価 

本研究において多文化保育を行ってい

るＳ保育園で育児不安に対する支援につい

て考察すると、以下の３点が確認された。 

①「多文化保育」の保育活動による効果 

 「多文化保育」という活動のなかで、韓

国人の母親の評価が特に高かったのは、韓

国の言葉を大事にして挨拶などをハングル

で行っていること、子どもの名前をハング

ルで記載していること、行事等、ことある

ごとに、子どもに韓国の文化を伝えている

ことである。これらは、子どものアイデン

ティティ形成だけでなく、母親のアイデン

ティティも安定させる効果が認められた。

先行研究で挙がるような「保育園内での
．．．．．．

文

化の違い」が育児不安の内容として挙がら

なかったのは、多文化保育の効果と言える。 

 日本人の母親は「大人になって、いきな

り多文化と言われても無理」であり、挨拶

や名前など「公平性が認識できる程度」は

良いが、行事に大きく組み込まれると抵抗

感が強いようであった。「多文化保育」の困

難さを認識させられるものであった。 

②多様なルーツを持った子どもが集まるこ

とによる効果 

 多様なルーツを持つ子どもが集まること

により、保育士も子ども達も「異文化」に

慣れているので、適切な関わりが期待でき

ること、自分の文化やアイデンティティを

自覚できること、「自分と異なる人たち」を

自然に受け入れられることなど、多くの効

果が認められた。この効果により、ますま

す多様なルーツをもつ子ども達が集まると

いうサイクルが生まれているのだと思われ

る。またこのような効果は、日本人も韓国

人も認識していた。 

③多文化保育に関わらず行われている保育

活動の効果 

 多文化保育に関わらず行われている、し
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つけや生活のけじめ、お帳面による交流、

自然と親しむなどの保育活動、忙しい母親

への配慮などは、国籍に関わらず重要な関

わりだと思われた。自然と親しむことにつ

いては、今回このように回答した韓国人の

母親が、韓国でも都会に住んでいたためと

も考えられる。どこの国籍であろうと「や

ってはいけないこと」と「やるべきこと」

については、毅然とした態度で保育士が関

わっており、母親の国籍に関わらず、信頼

を得ていた。 

 子育て観や方法の違い、文化の違いや習

慣は、本研究では、韓国人の場合も日本人

の場合も育児不安に直接影響はしていない。

韓国人の母親の S 保育園への高い満足感や

安心感、信頼感、保育園の現状から判断す

ると、多文化保育の中で自分たちの文化や

考え方が尊重されているので、育児不安に

影響するほどの問題にはなっていないと推

察された。多文化保育が外国人の育児不安

を軽減させる働きを担っていると考えられ

る。 

 

D 保育者からみた韓国人と日本人の育児 

不安の違いと具体的支援の検討 

 

D-1 目的 

保育者からみた韓国人と日本人の育児不

安の違いと具体的支援の検討を行う。 

 

D-2 方法 

１．対象 

 Ｓ保育園で保育活動をしている保育士２

名（S 保育園での保育歴 20 年の保育士およ

び３年の保育士、ともに日本人） 

２．調査方法 

 研究１の調査終了後、副園長を通して S

保育園の保育士に面接調査を依頼し、同意

の得られた保育士２名に、半構造化インタ

ビュー法による面接調査を実施した。面接

調査では、あらかじめインタビューガイド

を手渡し、得られた結果について調査者が

守秘義務を負っていることを説明し、信頼

関係が十分に得られた時点で調査を開始し

た。礼節をわきまえ、話しやすい雰囲気で

行うよう心がけた。また対象者の同意を得、

インタビュー内容はテープに録音した。調

査時期は、2002 年 12 月 18 日と 20 日、１

人当たりの時間は１～2 時間であった。主

な調査項目は以下の通りである。 

１）多文化保育について 

 大事にしていることや配慮していること 

 どんな子ども達に育って欲しいと思って

いるか 

２）社会・文化的背景による育児不安の違

いと、母親から喜ばれる支援について 

３）社会や行政に対する意見 

３．分析方法 

研究１と同様に行った。 

 

D-3 結果 

 保育士の面接内容から、目的に沿った内

容では A S 保育園の基本理念、B 保育士と

して大事にしていること、C 子ども達の将

来への願い、D 多文化保育の実績、E 具体

的支援、F 外国人と日本人の育児不安の違

い、G 多文化共生社会と保育、Ｈ 行政や社

会への要望、が索引項目として抽出された。 

 

D-4 考察 

１．保育者が考える外国人と日本人の育児

不安の違い 

 ２人の保育士のインタビュー内容から、

保育者が考える外国人と日本人の育児不安

について考察する。 

 保育士は基本的に国籍などを意識して対

応しているのではないが、親には外国人と

いうことで特有の不安があると述べている。

具体的には、①名前や言葉など「日本に慣

れなくてはいけない」「日本風に、あるいは
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日本と同じにしなくてはならない」という

プレッシャーからくる不安、②子どもが日

本語しか話さなくなること、またそれによ

り、母語を話す親に反発してしまう不安、

③保育園以外の、例えば就学手続きなど公

的機関の手続きがわからないという不安、

④子育て以前の生活不安、である。 

 日本社会は外国人に対して、意識、無意

識に関わらず「適応」「同化」を求めること

が多い社会だと言われている 10）。親がかつ

てその様な経験をしたり聞いたりすると、

我が子も、日本人と言葉や名前が違うこと

でいじめられるのではないかという不安か

ら、「日本風の」通称を名乗ったり、無理に

日本語を話そうとする。 

 言語の問題は、外国人の医療、教育に関

わる問題の中で、常に指摘されている。日

本語で書かれた書類や専門用語がわからな

いなどである。また、子どもにとっても母

国文化の内面化の途上の場合、日本語の習

得は逆に母国語の忘却を促し、親子間での

コミュニケーションの問題を生みだしてい

る 11）。子どもが日本生まれであれば、両親

の文化に触れる機会はほとんど無く、圧倒

的に日本の文化や言語に触れる機会が多く

なる。前章でも考察したとおり、この問題

はますます切実になっていくと思われる。 

生活不安については、亀山ら 12）は、「日

米とも、育児不安の高い母親の特徴として

は、日常生活の中で身体の疲労感と気力の

低下を感じながら、育児に対しても意欲の

低下や不安の徴候を顕著に示す」と述べて

いる。外国人の場合、仕事を１日でも休め

ばそのまま辞職に追い込まれる可能性が高

いので、常に生活への不安が存在している

場合がある 9、13）。本研究でも、育児不安の

要因として生活不安が考えられた。 

２．多文化保育における育児不安への具体

的支援 

 保育士が実践している具体的な支援とし

て以下のことが挙げられる。 

１）本名と母語を尊重し、最大限使用する

努力 

 ①本名と母語を大事にし挨拶などは母語

で行い、家庭でも母語をつかうことを促す、

②保護者との連絡帳は多言語のもの（保育

園が独自で作成）を使用し、母親も母語で

記入できるようにする、③保育園からの連

絡は易しい日本語もしくはルビ、一部母語

を使用する、④様々な手段を使って保護者

とのコンタクトをとる、などである。これ

らは先行文献でも述べられているものであ

る。これらの支援は育児不安を直接軽減す

るとともに、子どもと母親のアイデンティ

ティを保障するものである。本研究におい

て、保育士もその効果を実感していること

が確認された。 

母親への正確な意思伝達のためには、すべ

て母語が望ましく、S 保育園では、行事説

明など必要な場合は通訳を依頼して通訳し

ている。 

２）母親の文化を尊重し、保育園にも取り

入れる 

 母親が自分の文化や料理、歌などを保育

園でアピールできるような場をもち、保育

士も子ども達も、母親から習うようにする。

しかし、その際「日本に慣れなくては」と

思っている保護者が本国のことを思い出せ

なかったり、言い出せない場合もあるので、

タイミングに気を付ける。 

 母語や文化を大切にすることで、その言

葉や文化をもっている親が子どもの誇りに

なり、母親と子どものアイデンティティが

安定する。先行研究でも述べられている支

援の１つであるが、実際に保育士もその効

果を実感している。母親からの評価も高か

った支援である。 

３）日本人の保護者との交流 

 日本人の保護者と外国人の保護者の交流

は、先行研究ではあまり触れられていない。
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保護者が集まる習慣のない文化の人や必要

性を感じない人に対しては、その意義や利

点から説明する。ただ、日本人と外国人の

交流は難しいと保育士自身も感じており、

母親への調査からも同様のことが言えた。 

４）日本人保護者への配慮 

 「多文化保育」というと外国人を対象に

したものと捉えられがちである。実際の保

育現場では、「多文化」に慣れていない日本

人が抵抗感を持つこともあり、日本人が肩

身の狭い思いをしないように、日本人、外

国人両方の保護者への対応も重要である。 

５）生活背景に対する配慮 

 母親に子育ての理想論や保育園の都合を

無理強いしない、責めないなど、保育園と

してできる範囲内で協力している。先行文

献 9、13）でも、外国人の生活の苦境と、育

児不安への影響が触れられている。生活が

安定しないと、子育てを一緒に考える状態

になれない。 

 保育士の中に特別なことをしているとい

う意識はなく、保育士の苦労と努力の賜で

あり、「子どもと保護者の事情に合わせ、一

人一人を大事に対応する」「保護者と一緒

に子どもを育てていく」という保育園の基

本的姿勢が伺えた。また「わからないこと

を保護者が言い出せる信頼関係」の必要性

を、保育士自身が実感している。 

３．多文化保育普及の課題 

 面接調査の結果から、保育方針が保育園

によって異なり、多くの保育園は「日本に

なじんで」という方針をとっていることが

明らかとなった。S 保育園は「特別視」さ

れている現状である。現在、現役保育士を

対象とした多文化保育に関する研修はほと

んどなく、自治体によって取り組みが全く

異なっている。保育士が面接の中で、「S 保

育園が発信していく役割を感じている」と

述べたとおり、多文化保育が「一部の保育

園の特別な活動」に留まらない努力をしな

くてはならない。 

 

E まとめ 

 

多文化保育を行っている保育園において、

その効果が明らかとなった支援は、①多文

化保育の実践、②多文化保育以外の通常の

保育活動の充実、③保育者同士の交流、で

ある。 

 多文化保育を普及していくためには、現

役保育士への研修、保育園同士の交流と協

力が今後の課題であった。 

 韓国人と日本人の母親の育児不安には共

通する部分と、韓国人の特有の不安や要因

があることが明らかとなった。 

 対象の母親に見られた育児不安要因の関

係について、韓国人と日本人に共通する育

児不安の内容としては、「自分の子育てが

正しかったのかわからない」「親として良

くないと思う」「仕事との両立の困難さ」が

挙がった。親としての不適格感や仕事との

両立の困難さは、先行研究と一致するもの

であった。 

 外国人特有の内容は、①言語の問題、②

子どものカルチャーショック、③いじめの

問題、④子どものアイデンティティに関す

る不安、⑤日本に慣れなければいけないと

いう不安、⑥就学手続きなどの公的手続き

がわからない不安、が挙げられる。 

 言語の問題では、「母語を話さない、忘れ

てしまう」「日本語を教えてあげられない」

という不安、「自宅で母語を使うことの妥

当性への不安」が挙げられた。 

 子どものアイデンティティに関しては、

今まで「文化や言葉の違い」と表現されて

きたものであるが、それだけでは不十分で、

「子どものアイデンティティが自分の期待

と異なる不安」と言えた。「子どもが親に反

発してしまう」不安も、深刻な子どものア

イデンティティの問題である。 
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 日本で子育てをする場合、母国と違う

様々な手続きをしなくてはならないので、

公的な手続きがわからないなどの保育園以

外の問題は、先行研究でもよく述べられて

いる。これを保育士が、日常保育活動の中

で認識できているのは、相当な信頼関係が

あるからと考える。 

 育児不安の要因としては、以下のことを

挙げることができる。 

１．人的ネットワーク 

 人的ネットワークは、日本人、韓国人共

通の要因で、先行研究でよく挙げられてい

る。これは、情報交換や助け合いのみなら

ず、精神的な安定や自分の子育てに対する

承認、アイデンティティの安定にもつなが

る。それには、同じ価値観を持っている人、

同国人であることが望ましい。 

２．日本語に関する辛い経験 

 現在抱えている不安、例えば韓国人の母

親の育児不安「子どもに日本語を教えてあ

げられない」に直結するような、辛い経験

「日本語ができないことを子どもに指摘さ

れたこと」は、育児不安に影響する。 

３．子どもと母親のアイデンティティ 

 子どもと母親のアイデンティティは、今

まで「言語や文化の違い」としか述べられ

てこなかったが、それだけでは表現できな

いものである。母子のアイデンティティ、

アイデンティティに対する考え方は、複雑

に影響しあい、直接、間接的に育児不安に

影響を及ぼす。本調査の面接内容などから

考察すると、最も重要な要因であった。 

４．生活上の不安 

 生活上の不安は、日本人や保育士から述

べられたものである。今まで外国人を対象

とした先行研究では度々触れられた内容で

あるが、日本人を対象とした先行研究では

触れられてこなかった。日本人と外国人で

は程度の差はあるが、現在の社会情勢を考

慮すると、深刻な要因と言える。 
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表１ S 保育園の特徴 

・保育士は 11 名で、在日韓国人と日本人、アルゼンチン人の保育士が勤務している。 

・保育士は、必ずしも全員がハングルが話せるわけではなく、ほとんど日本語で園児

と会話する。スペイン語・ポルトガル語を話せる保育士が１人いる。 

・入園や保育の相談をスペイン語、韓国語、英語で行うことができる。必要に応じて

北京語、タガログ語、ポルトガル語が準備できる。 

・子ども達の来園や退園の挨拶は、基本的には「アンニョン（ハングルで安寧の意）」

である。 

・韓国・朝鮮以外のルーツをもつ子どもや保護者には、「アンニョン」と共に、その

母子の母語で挨拶をする。 

・食事やおやつの際はお祈りがあり、「いただきます」などの挨拶はハングルで行わ

れる。 

・子ども達は、親が拒否しない限り、本名で名乗る。 

・園内に飾られる園児の氏名（例：絵の名前、誕生日の名前、道具箱の名前など）は、

両親の母語で記載される。（国際結婚の場合は、両親の母語両方を併記） 

・両親と保育園の連絡帳（お帳面）があり、６カ国語に対応する種類がある。母親は

母語で記載する。保育士は、母親に合わせて、ローマ字やひらがななどで記載する。 

・保育園からの手紙や園内のポスターは、易しい日本語で書いてあり、漢字には必ず

ひらがなでルビがふられる。 

・園内には、各国の人形や道具が展示され、各国の童謡をその国の母語で書いたポス

ターが貼られている。 

・秋に行われる運動会では、園児、保護者の一部、保育士が韓国の民族衣装を着て、

韓国のプンムルノリ注１を踊ったり、フィリピンやブラジルの歌に乗って、全員でお

遊戯をする。 

・サマーパーティや OB 会など、保護者同士の交流会が行われる。 

・卒園していった子ども達が安心して過ごせるように、小学校と話し合いを行うなど

連携している。 

※資料「Hello friends №227」（2002 年 7 月発行）ならびに筆者の観察により作成。 

※注１ プンムルノリ・・・韓国の代表的な民俗遊びの 1 つである。プンムルノリはとても多様な性格

を持っている。広い所で音楽を鳴らし踊りを踊るときは舞踊音楽になるが、町の祭祀を行うときにする

プンムルノリは神に捧げる音楽になる。農村で厳しい労働をするときには、疲れを取り多数の動作を統

一させる行進曲の役割を果たし、豊作や豊漁に対する感謝祭を開くときは祝楽になる。S 保育園では、

韓国の民族衣装を着て、チャングやチンなどの韓国打楽器を使ったりしながら円になって踊る。 
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表２ 韓国人の母親の「現在子育てについて悩んでいることや心配なこと、意見」 

言 葉 に つ い

て 

子どもにはできるだけ韓国語を教えたいが上手くいかない。 

韓国語で話しかけても日本語で答えるので、合わせてしまう。 

韓国に帰るチャンスを作ろうと思っている。 

いつ韓国に帰るかもしれない。その時、子ども達が韓国語をよく理解できないのではない

だろうか、韓国の学校でいじめられるのではあいだろうか、と心配。 

もちろん私達は韓国語を教えて理解させているが、子どもが日本で生まれて日本の生活を

しているので、ますます韓国語を話さなくなるのではないかとても心配になる。 

ハングルを忘れてしまうことが一番心配。 

子どもが数カ月の保育園生活で日本語がものすごく上手くなってしまった。今は自宅でも

日本語で話そうとするので、親は子どもが日本語で話すときには答えないようにしてい

る。帰宅してからはハングルで話しているが、これで大丈夫かなと気になる。それでも今

はこの方法しかないと思って、子どもに話す時だけはハングルを使っている。 

文 化 や 習 慣

について 

日本の生活に慣れない。日本人との付き合いが難しい。 

韓国に帰りたいが、帰れない。 

日本の文化についてくわしいことがわからないので、何とも言えない。 

子どもを保育園に行かせたら元気になった。 

保育園で自然と親しむ活動が多いので、本当に元気になった。 

日本は自然との関係を大切にしながら上手く利用しているのを感じた。 

子 ど も の ア

イ デ ン テ ィ

ティ 

韓国人として生きて欲しい。 

それが基本になって、多民族・多文化が理解できる人になって欲しい。 

日本にいつまでいられるかわからないが、もう少し大きくなるといろんな事について聞か

れたり悩んだりすると思う。それは韓国人として日本で住むことが一番の理由だと思う。

それでも子どもが自分自身について堂々と思うように応援します。ママもパパも良いモデ

ルになるよう頑張っています。 

夫 や パ ー ト

ナー、家族に

ついて 

共働きで、仕事や育児、家事のことが自分に重くかかっている。よって、疲れと不安に悩

んでいる。それが育児にも響いていると思う。 

主人の協力が何よりも望ましい。 

パパは優しい。 

日本に来てからは、子どもの事について話を良く聞いてくれる。それでもいつも忙しいの

で子ども達と一緒に遊んであげないので、悪いなと思っている。なるべく時間がある限り、

子ども達と一緒にいることを作ろうとしている。 

※ 対象者全員の意見を抜粋して記載。 

 

表３ 日本人の母親の「現在子育てについて悩んでいることや心配なこと、意見」 

言 葉 に つ い

て 

「バカ」「ふざけんなよ」などの悪い言葉をよく使っているので気になる。兄がいるので

仕方がないと思っているが、よく注意する。 

文 化 や 習 慣

について 

日本で生まれ育つと自分が日本人であることを自覚し考える事がないので、今の環境は恵

まれていると思う。 

身近にいるお友達を通して世界に目を向けられれば良いなと思っている。自分と違う習慣

や文化をもったお友達を受け入れ、一緒に成長できる子であって欲しい。ただ、残念なの

は日本の古き良き習慣や文化が失われつつあるということ。子どもに伝えられる親がどの

くらいいるのだろうか？ 

子 ど も の ア

イ デ ン テ ィ

ティ 

年齢からみて自己表現がストレートである。特に興味を持ったことに対する集中力はすご

いと感じる。 

それを時にはめんどうくさいと思いながら受け止めてあげる余裕をもちたい。 

夫 や パ ー ト

ナー、家族に

ついて 

夫や近くにいる両親は子育てに積極的に参加してくれるので助かっている。自分の周りで

支えてくれている人たちが子育てに関して自分と同じ考え方であることが一番うれしい

し、安心して預かってもらっている。 

その他 仕事も忙しく、育児との両立は大変だと思っている。 

でもこの時は一度しかないので精一杯やっているつもり。子どもは全員かわいくてしょう

がない。いろいろなことがあるが、毎日新たな発見がある。それを見つけるのが楽しい。

子どもはやがて自立し親元を巣立っていくので、それまで楽しませてもらおうと思ってい

る。 

※ 対象者全員の意見を抜粋して記載。 
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